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社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

喬

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

北
身
協
通
常
総
会
を
開
催

〜
法
人
改
革
の
方
針
決
定
と
新
役
員
を
改
選
〜

�
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
赤
坂
勝
会
長
・
加
盟
団
体
五
十
一

団
体
）
は
五
月
十
九
日
�
、
札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
総
会
で
は
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
、
収

支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
を
審
議
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
三
年
度

の
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
、
会
費
算
定
基
準
の
見
直
し
、
福
祉
基
金

特
別
会
計
の
廃
止
が
提
案
さ
れ
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
。
続
い
て
公
益
法
人

改
革
に
関
す
る
協
会
決
議
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。

概
要
等
は
次
の
と
お
り
。

概

要
開
会
宣
言
の
あ
と
、
出
席
者
全
員

で
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
々

と
物
故
者
へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
赤
坂

勝
会
長
か
ら
開
会

挨
拶
が
あ
り
、
今
回
の
東
日
本
大
震

災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
や
多
く
の

行
方
不
明
者
へ
哀
悼
の
意
を
表
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
当
協
会
が
直
面
し
て

い
る
大
変
に
厳
し
い
財
政
状
況
へ
対

応
す
る
た
め

新
し
い
事
務

局
長
を
選
考

し
た
こ
と

や
、
地
域
の

疲
弊
し
た
状

岩
見
沢
市
志
文
町
九
二
三
番
地
二
六

電
話（
〇
一
二
六
）�
二
二
�
六
六
四
三
番

代
表
取
締
役

柏

崎

カ

ネ

後
、
議
長
団

が
選
出
（
名

寄
身
体
障
害

者
福
祉
協
会

き

む
ら

き

よ

し

木
村
喜
代
志

会
長
、
恵
庭

し
か

の

ひ
と
し

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
鹿
野
等
会

長
）
さ
れ
、
資
格
審
査
の
報
告
の
あ

と
、
議
事
録
署
名
人
が
指
名
（
苫
小

に
し

だ

せ
い

ご

牧
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
西
田
清
吾

会
長
、
石
狩

身
体
障
害
者ふる

福
祉
協
会
古

い
ず
み

と
し

お

泉
敏
雄
会
長
）

さ
れ
、
予
定

さ
れ
て
い
る

議
案
と
報
告

事
項
の
審
議

が
行
わ
れ
た
。

▼
審
議
結
果

①
議
案
一
号
か
ら
二
号
（
平
成
二
十

二
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及

び
監
査
報
告
）
は
、
報
告
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。

②
議
案
三
号
か
ら
六
号
（
平
成
二
十

三
年
度
事
業

計
画
案
、
収

支
予
算
案
、

会
費
算
定
基

準
の
見
直

し
、
福
祉
基

金
特
別
会
計

の
廃
止
）は
、

提
案
ど
お
り

議
決
さ
れ
た
。

③
議
案
七
号
（
公
益
法
人
改
革
に
関

す
る
協
会
決
議
）
は
、
提
案
ど
お

り
「
当
面
、
一
般
社
団
法
人
へ
移

行
す
る
」
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。

④
議
案
八
号
（
役
員
改
選
）
は
、
事

務
局
か
ら
法
人
改
革
を
見
据
え
て

新
役
員
は
理
事
十
名
、
監
事
二
名

の
体
制
と
し
た
い
と
の
提
案
が
了

承
さ
れ
た
後
、
役
員
の
選
任
方
法

を
決
め
、
選
考
委
員
が
選
ば
れ
候

補
者
を
選
考
す
る
な
ど
の
手
続
き

を
経
て
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

続
い
て
理
事
に
よ
る
会
長
、
副
会

長
、常
務
理
事
の
互
選
が
行
わ
れ
た
。

着
任
の
ご
挨
拶

う
め

い

は
る

お

北
海
度
保
健
福
祉
部
福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課

課
長

梅
井

治
雄

こ
の
度
、
六

月
一
日
付
け
の

人
事
異
動
に
よ

り
保
健
福
祉
部

総
務
課
政
策
調

整
担
当
課
長
か
ら
障
が
い
者
保
健
福

祉
課
長
に
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
皆
様
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
障
が
い
者
施
策
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。私

の
障
が
い
者
福
祉
と
の
出
会
い

は
、
今
か
ら
三
十
年
以
上
前
に
な
り

ま
す
が
、
昭
和
五
十
四
年
に
、
重
度

身
体
障
害
者
更
生
施
設（
当
時
）に
指

導
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
始

ま
り
、
こ
の
障
が
い
者
保
健
福
祉
課

で
の
勤
務
も
三
度
目
・
十
一
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
に
障
が
い
者

福
祉
を
巡
る
制
度
は
大
き
な
変
貌
を

遂
げ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
た
に
勉

強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
多

く
、
そ
の
意
味
で
も
初
心
に
立
ち
返

り
、
今
後
の
職
務
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
、
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
、「
第

三
期
北
海
道
障
が
い
福
祉
計
画
」
の

策
定
が
あ
り
ま
す
。「
障
害
福
祉
計

画
」
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
き
、
障
が
い
者
が
、
自
立
し
た
日

常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援

事
業
の
提
供
体
制
等
の
円
滑
な
実
施

を
確
保
す
る
計
画
と
し
て
策
定
す
る

も
の
で
す
。
平
成
二
十
年
に
策
定
し

た
第
二
期
北
海
道
障
が
い
福
祉
計
画

（
平
成
二
十
一
〜
二
十
三
年
度
）は
、

今
年
度
に
終
期
を
迎
え
ま
す
。
平
成

二
十
四
年
度
〜
平
成
二
十
六
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
新
計
画
は
、
こ
の

期
間
の
障
が
い
者
福
祉
施
策
を
推
進

す
る
上
で
の
基
本
方
針
と
な
り
ま
す

の
で
、
障
が
い
当
時
者
や
関
係
団
体

の
方
々
の
御
意
見
も
十
分
に
伺
っ
て

策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
、
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
四

月
に
施
行
し
た
「
北
海
道
障
が
い
者

条
例
」
は
、
全
面
施
行
後
一
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
条
例
が
目
指
す
姿
の

実
現
は
、
ま
さ
に
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
課
題
も
多
い
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
障
が
い
の

あ
る
方
の
権
利
擁
護
、
暮
ら
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
、
働
く
障
が
い
者
の

方
々
へ
の
応
援
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
加
盟
団
体
の
皆
様
に

は
、
引
き
続
き
一
層
の
御
理
解
、
御

協
力
を
い
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

北
身
協
の
公
益
法
人
改
革
は

「
当
面
、
一
般
社
団
へ
」

公
益
法
人
改
革
に
つ
い
て
は
公
益

法
人
制
度
改
革
関
連
三
法
の
施
行
に

よ
り
、
移
行
期
間
の
終
了
日
と
な
る

平
成
二
十
五
年
十
一
月
末
日
ま
で
に

新
制
度
上
の
移
行
認
定
（
認
可
）
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
間
、
何
も
し
な
か
っ
た

場
合
や
認
定
（
認
可
）
申
請
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
移
行
期
間

の
終
了
日
を
も
っ
て
自
動
的
に
解
散

と
な
り
ま
す
。
北
身
協
は
、
こ
れ
ま

で
組
織
検
討
委
員
会
や
理
事
会
で
法

人
改
革
へ
の
対
応
の
検
討
を
進
め
き

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
三
年
五

月
十
八
日
�
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会

で
、こ
の
間
の
検
討
経
過
を
踏
ま
え
、

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
と
一
般
社
団

法
人
の
主
な
相
違
点
、
公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
認
定
の
主
な
基
準
や
一

般
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
可
に
つ
い

て
、
行
政
書
士
（
大
関
幹
雄
さ
ん
）

に
専
門
的
な
説
明
を
求
め
て
審
議
し

た
結
果
、
当
面
の
対
応
と
し
て
「
一

般
社
団
法
人
に
移
行
す
る
」
と
の
方

針
を
決
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

決
議
の
結
果
を
翌
十
九
日
�
の
通
常

総
会
の
議
案
と
し
て
提
案
し
、
審
議

し
た
結
果
、
提
案
ど
お
り
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
北
身
協
は
こ
の「
当

面
、
一
般
社
団
法
人
へ
」
と
い
う
方

針
に
基
づ
き
公
益
目
的
支
出
計
画
、

定
款
変
更
の
検
討
な
ど
に
着
手
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

北
身
協
の
新
役
員
が
決
定

五
月
十
九
日
�
の
通
常
総
会
で
選

任
さ
れ
た
新
た
な
役
員
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
）

会

長

赤
坂

勝
（
小
樽
・
重
任
）

副

会

長

政
田

一
美
（
室
蘭
・
重
任
）

同

瀧
山

征
治
（
釧
路
・
重
任
）

常
務
理
事

泉

司
（
事
務
局
・
新
任
）

理

事

篠
山

准
子
（
宗
谷
地
区
・
重
任
）

同

澤
田

秀
雄
（
空
知
地
区
・
重
任
）

同

堂
前

文
男
（
胆
振
・
重
任
）

同

伊
東
ミ
ツ
子
（
千
歳
・
新
任
）

同

清
藤

勲
（
北
斗
・
新
任
）

同

山
本

克
光
（
道
視
連
・
重
任
）

監

事

佐
京

信
二
（
滝
川
・
重
任
）

同

工
藤

公
人
（
砂
川
・
新
任
）

況
や
当
協
会
へ
の
加
盟
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
も
言
及
し
な
が
ら
、「
い
ま

の
社
会
は
、
障
が
い
者
に
と
っ
て
あ

る
意
味
で
共
生
社
会
に
近
く
な
り
つ

つ
あ
る
が
、
こ
れ
は
身
体
障
害
者
福

祉
法
が
で
き
て
六
十
年
の
経
過
の
中

で
、
こ
れ
ま
で
当
協
会
が
継
続
し
て

取
組
ん
で
き
た
運
動
展
開
に
よ
っ
て

勝
ち
得
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も

皆
さ
ん
方
か
ら
の
様
々
な
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
中
央
に
或
い
は
道

へ
或
い
は
厚
生
労
働
省
の
方
へ
訴
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
と
厳
し
い
状
況

は
あ
る
が
、
精
一
杯
、
見
直
し
な
ど

を
促
進
し
て
こ
の
協
会
が
永
遠
に
生

き
て
い
け
る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
続
いさか

て
来
賓
と
し
て
出
席
い
た
だ
い
た
坂

も
と

あ
き

ひ
こ

本
明
彦
様
（
北
海
道
保
健
福
祉
部
福

祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
長
）
及

す
ず

き

さ
と
し

び
鈴
木
諭
様（
日
身
連
収
益
事
業
北

海
道
地
区
担

当
所
長
）
か

ら
御
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
く

祝
電
披
露
の

（
裏
面
に
続
く
。）

赤坂 勝会長

坂本明彦課長

鈴木 諭所長議長の木村喜代志さんと鹿野 等さん

通常総会に出席された皆さん

北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞 （平成２３年６月２５日）（第６８７号）（１）
昭和３０年３月２４日�
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佐京信二さん

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

日
身
連
会
長
表
彰
の
受
賞
を

称
え
て

第
五
十
六
回
日
本
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
と
や
ま
大
会
が
本
年
五
月
二

十
六
日
か
ら
二
十
七
日
の
間
、
富
山

県
富
山
市
で
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の

大
会
で
滝
川
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会
長
左
京
信
二
さ
ん
（
七
十
七
歳
・

�
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
監

事
）
が
栄
え
あ
る
日
身
連
会
長
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
功
績
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

滝
川
市
並
び
に
道
内
の
身
体
障
が
い

者
の
福
祉
の
向
上
に
向
け
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
佐
京
信
二
さ
ん
の
主
な
経
歴
）

左
京
信
二
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
九

年
に
鉄
道
事
故
に
よ
り
両
下
肢
切
断

し
、
昭
和
六
十
一
年
、
そ
れ
ま
で
勤

務
し
て
い
た
国
鉄
を
退
職
。
そ
の
後

の
主
な
経
歴
は
、
昭
和
六
十
二
年
に

滝
川
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
事
務
局

長
と
な
り
、滝
川
市
障
害
者
相
談
員
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
指
導
員
、
滝
川
市

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
推
進
委
員

会
事
務
局
次
長
、
北
海
道
身
体
障
害

者
相
談
員
、
滝
川
障
害
者
団
体
連
絡

協
議
会
事
務
局
長
、
滝
川
市
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
推
進
委
員
会
事
務

局
長
、
空
知
管
内
身
体
障
害
者
連
合

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
議
会
会
長
、
北
海

道
鉄
道
身
障
者
協
会
会
長
な
ど
の
職

を
歴
任
し
、
本
年
五
月
か
ら
滝
川
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
に
就
任
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
九
年
か
ら

現
在
ま
で
の
十
四
年
間
、
�
北
海
道

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
監
事
と
し
て

会
計
監
査
や
業
務
執
行
状
況
の
監
査

を
通
じ
て
道
内
の
身
体
障
が
い
者
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ニ
ッ
シ
ン
自
動
車
工
業

北
海
道

▼
そ
の
他
報
告
事
項

①
本
年
九
月
二
十
三
日
�
に
開
催
す

る
第
六
十
回
全
道
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
千
歳
大
会
に
つ
い
て
、
千

歳
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
伊
東
ミ

ツ
子
会
長
か
ら
千
歳
観
光
と
各
地

か
ら
大
勢
の
方
々
が
参
加
さ
れ
る

よ
う
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
た
。

②
続
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
第
六

十
一
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
の
開
催
地
と
し
て
予
定
し
て
い

る
釧
路
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
瀧

山
征
治
会
長
か
ら
来
年
に
向
け
開

催
準
備
を
進
め
、
大
勢
の
皆
さ
ん

方
を
迎
え
た
い
旨
の
表
明
が
あ
っ

た
。

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案

■
基
本
方
針

二
十
一
年
夏
の
政
権
交
代
に
お
い

て
発
足
し
た
「
障
が
い
者
制
度
改
革

推
進
会
議
」
は
、
今
後
の
施
策
の
基

本
と
な
る
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に

向
け
た
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

政
府
か
ら
示
さ
れ
た
改
正
案
で
は
障

害
者
の
定
義
を
個
人
的
問
題
で
は
な

く
社
会
的
障
壁
と
の
関
係
で
捉
え
る

と
し
た
も
の
の
、
権
利
の
主
体
と
し

て
の
位
置
づ
け
は
曖
昧
で
あ
り
、
不

十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
共
生
社
会
実
現
へ
の

気
運
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ら

れ
る
今
、
私
た
ち
は
声
を
上
げ
そ
の

実
現
を
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
北
身
協

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
、

減
少
は
多
く
の
協
会
の
悩
み
で
す
。

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
れ
ば
状
況
は
悪

化
す
る
一
方
で
す
。
事
業
に
取
り
組

み
、
会
を
活
性
化
し
、
会
員
加
入
を

働
き
か
け
る
努
力
が
必
要
で
す
。
昨

年
度
は
課
題
と
し
た
法
人
改
革
へ
の

対
応
検
討
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
時
間
的
な
制
約
も
あ
り
、
こ
れ

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
認
識
の
も
と
北
海
道
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
は
、

一

加
盟
団
体
活
性
化
の
た
め
の
事

業
支
援
（
雇
用
促
進
・
社
会
参
加

支
援
事
業
）
の
実
施
。

二

公
益
法
人
改
革
へ
の
対
応
検
討

三

協
会
運
営
の
基
盤
作
り
の
検
討

（
加
盟
団
体
の
会
費
算
定
基
準
の

検
討
）
を
進
め
る
ほ
か
、
以
下
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
事
業
概
要

一

協
会
の
適
切
な
運
営

①
総

会

五
月
十
九
日
�

②
理
事
会

五
月
十
八
日
�
、
三

月
中
旬
ほ
か

③
監
事
会

年
一
回
の
ほ
か
理
事

会
へ
の
出
席
を
求
め
る
。

④
全
道
大
会
推
進
委
員
会

・
七
月
上
旬
（
予
定
）

・
十
一
月
下
旬
（
予
定
）

⑤
組
織
検
討
委
員
会

・
年
一
回
程
度

⑥
加
盟
団
体
事
務
担
当
者
会
議

・
六
月
二
十
三
日
�

二

第
六
十
回
全
道
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
千
歳
大
会
の
開
催

①
主

催

北
身
協
・
千
歳
身
障
協
会

②
共

催

千
歳
市
・
千
歳
市
社
協

③
日

時

九
月
二
十
三
日
�

④
会

場

千
歳
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

⑤
参
加
者

八
〇
〇
人
（
予
定
）

⑥
内

容

講
演
、
要
望
事
項
の

協
議
、
大
会
宣
言
、
大

会
決
議
、
会
長
表
彰
、

知
事
表
彰

三

組
織
強
化

①
組
織
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

今
後
の
協
会
の
あ
り
方
（
特
に

新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
）

に
つ
い
て
検
討
協
議

②
加
盟
団
体
事
務
担
当
者
会
議
の

開
催
（
再
掲
）

四

自
主
財
源
の
確
保

五

啓
発
・
広
報
と
組
織
活
動

①
機
関
紙
（
身
障
新
聞
）
の
発
行

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

六

他
組
織
と
の
相
互
協
力
・
連
携

七

要
約
筆
記
奉
仕
員
研
究
会
議
並

び
に
要
約
筆
記
技
術
研
修
事
業
の

実
施
（
釧
路
市
）

八

情
報
通
信
技
術
講
習
会
等
事
業

の
実
施

①
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催

②
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

③
パ
ソ
コ
ン
貸
与

九

身
体
障
が
い
者
雇
用
促
進
・
社

会
参
加
支
援
事
業
）

働
け
る
障
が
い
者
の
雇
用
を
促

進
し
又
は
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
に
加
盟
団
体
又
は
個
人
が
行

う
事
業
等
に
対
し
て
助
成
す
る
。

（
一
）
対
象
事
業
例

①
雇
用
促
進
を
目
的
と
し
た
研
修

会
や
研
究
集
会
等
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
職
業
安
定
所
）
と
の

協
議
会
や
情
報
交
換
等
、
企
業

等
訪
問
活
動
、
就
業
の
た
め
の

相
談
活
動
。

②
健
康
管
理
や
健
康
増
進
の
た
め

の
研
修
会
、ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
又

は
講
習
会
等
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運

動
に
必
要
な
器
具
の
購
入
。

③
全
道
規
模
の
福
祉
大
会
及
び
ス

ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
支
援
、

日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
へ

の
参
加
支
援
。

④
福
祉
機
器
や
自
助
具
の
開
発

（
二
）
参
加
予
定

二
十
団
体
程
度

十

北
海
道
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
の
運
営

（
一
）
北
海
道
障
害
者
社
会
参
加
推

進
協
議
会
の
設
置

①
各
部
会
の
開
催

七
月
予
定

②
総
会
の
開
催

二
月
予
定

（
二
）
委
託
事
業
の
実
施

①
障
が
い
者
一
一
〇
番
運
営
事
業

②
生
活
訓
練
事
業

③
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
事
業

④
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業

⑤
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相

談
員
等
専
門
研
修
事
業

・
九
月
（
予
定
）

⑥
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣

事
業

・
養
成
講
座
（
十
一
月
予
定
）

・
現
任
研
修
（
三
月
予
定
）

十
一

奨
学
金
事
業
の
推
進

十
二

福
祉
基
金
の
運
営
（
廃
止
）

十
三

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

※
一
般
会
計
収
支
予
算
案
は
次
号
に

掲
載
し
ま
す
。

日
身
連
福
祉
大
会
と
や
ま
大
会

日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
、

五
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
の

間
、「
必
要
な
支
援
と
情
報
保
障
を

被
災
障
害
者
へ
」
と
「
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
復
興
の
第
一
歩

に
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国

か
ら
約
三
千
五
百
名
の
参
加
を
得
て

富
山
県
富
山
市
で
開
催
さ
れ
た
。
大

会
初
日
は
「
障
害
者
基
本
法
の
一
部

改
正
法
案
」
の
講
演
と
「
災
害
と
障

害
者
」
を
主
な
テ
ー
マ
に
政
策
協
議

が
行
わ
れ
、
翌
日
は
日
身
連
会
長
表

彰
等
の
大
会
式
典
、
大
会
決
議
等
が

行
わ
れ
た
。
道
内
か
ら
は
十
一
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

第
一
回
理
事
会
の
開
催
概
要

北
身
協
は
、
五
月
十
八
日
�
、
道

民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
札
幌
市
）

で
第
一
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
赤

坂

勝
会
長
か
ら
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
に
対
す
る
義
援
金
の
取
組
み

へ
の
お
礼
が
あ
っ
た
後
、
議
長
と

な
っ
て
、
翌
十
九
日
�
の
通
常
総
会

に
付
議
す
る
各
議
案
（
①
平
成
二
十

二
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監

査
報
告
、
②
移
行
す
る
法
人
（
一
般

社
団
か
公
益
社
団
か
）
の
理
事
会
と

し
て
の
決
議
、
③
平
成
二
十
三
年
度

事
業
計
画
、
予
算
案
の
一
部
修
正
な

ど
）
に
つ
い
て
、
審
議
し
た
結
果
、

提
案
ど
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

北
見
市
内
で
弁
護
士
無
料
相
談

七
月
二
十
三
日
�
十
時
三
十
分
か

ら
北
見
市
総
合
福
祉
会
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
室
で
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
は

地
域
の
障
が
い
者
（
身
体
、
知
的
、

精
神
障
害
者
な
ど
）
や
そ
の
家
族
等

か
ら
の
悩
み
事
の
相
談
に
対
応
す
る

た
め
、
弁
護
士
が
巡
回
し
て
相
談
に

応
ず
る
も
の
で
す
。
こ
の
相
談
は
事

前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
予
約
（
相
談
）
く
だ
さ
い
。

■
予
約
先
（
障
が
い
者
一
一
〇
番
）

・
電

話

〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五

今
月
は
文
芸
欄
を
休
み
ま
す

（
表
面
か
ら
の
続
き
）

北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞（平成２３年６月２５日） （２）（第６８７号）
昭和３０年３月２４日�
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